
【一社）京都府農業会議　「１市町村１事例づくり」様式】

１　農業委員会の体制と市町村行政との連携状況

２　地区の特徴、状況、課題

３　委員による継続した話し合いの取組内容 ４　成果（京力農場プランの目標実現に向けた取組内容）

※事例候補（地区連絡会議の単位が望ましい）の選定や作成にあたっては、農業会議の現地推進役と相談してください

○市域の北西部に位置する平地・中山間地が混在する農業地域。

○水稲作を中心とした農業。近年「こと京都」への集積により、「ねぎ」の団地化が進む。

○新規就農者や若手の農業後継者も多い。

様々な地域の実情があることから、遊休農地の解消・防止を統一目標とし、京力農

場プランなど様々な議題について話し合いを行っている。

「４町で地区連絡会議　各地域の実情を情報共有」
京都府　亀岡市農業委員会　第３ブロック地区連絡会議

○　農地利用最適化推進委員：

○　農業委員：

（　写　真　）○　事務局職員：

○　市町村行政との連携状況：

１９人

２９人

５人

　月１回市町村部局と協議の場を設け連携している。

４町からなるブロックであるため中山間事業地域や多面的機能交付金事業地域など 京力農場プランの推進について現地推進役から説明を受け、

各町の推進状況など情報共有を行っている。

京都府


